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大
阪
大
学
の
活
動
報
告

次
な
る
50
年
に
向
け
た

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
目
指
し
て

大
阪
大
学
・
生
物
工
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
、

今
年
10
月
20
日
〜
24
日
の
５
日
間
、
ア
ジ
ア
の
７
カ

国
・
地
域
（
ブ
ル
ネ
イ
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ラ
オ
ス
、

マ
レ
ー
シ
ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
モ
ン
ゴ
ル
、
台
湾
）

か
ら
、
８
名
の
学
生
を
招
き
、
日
本
の
「
バ
イ
オ
も

の
づ
く
り
」
研
究
の
最
先
端
を
体
感
し
て
い
た
だ
く

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

「
バ
イ
オ
も
の
づ
く
り
」
は
、
微
生
物
発
酵
に
代

表
さ
れ
る
生
物
機
能
を
活
用
し
た
有
用
化
学
品
生
産

の
こ
と
を
指
し
、
伝
統
的
な
発
酵
食
品
製
造
で
培
わ

れ
た
高
度
な
微
生
物
利
用
技
術
を
持
つ
わ
が
国
が
強

み
を
持
つ
分
野
の
ひ
と
つ
で
す
。
バ
イ
オ
も
の
づ
く

り
は
、
植
物
由
来
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
の
再
生
可
能
資

源
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
化
学
品
を
製
造
で
き
る
こ
と
か

ら
、
持
続
可
能
な
も
の
づ
く
り
技
術
と
し
て
も
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

地
球
規
模
課
題
で
あ
る
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

社
会
の
実
現
に
貢
献
で
き
る
技
術
と
し
て
、
出
身

国
・
地
域
や
大
学
の
別
を
問
わ
ず
、
参
加
学
生
は
い

ず
れ
も
高
い
関
心
を
も
っ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

■
実
施
内
容

渡
日
前
に
実
施
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
（
10
月

６
日
）
で
は
、
筆
者
（
大
阪
大
学
・
本
田
）
か
ら
バ

イ
オ
も
の
づ
く
り
に
使
わ
れ
る
微
生
物
の
育
種
技
術

に
関
す
る
講
義
を
提
供
し
ま
し
た
。
講
義
後
、
参
加

者
ら
に
は
渡
日
ま
で
の
課
題
と
し
て
、
関
連
分
野
の

研
究
事
例
を
調
査
し
、
発
表
資
料
を
作
成
す
る
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
を
課
し
ま
し
た
。
こ
の
事
前
講
義
に
よ

科
学
技
術

振
興
機
構
『
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス
プ
ロ
グ
ラ
ム
』友
情
と
感
激

第
467
回

＝
特
別
連
載
＝

本田	孝祐
（大阪大学	生物工学
国際交流センター
教授）

バイオマス分解菌のゲノム抽出と遺伝子増幅実験

バイオマス資源化実験

吹田キャンパス内にある島津協働研究所訪問
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り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
導
入
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
っ
た

ほ
か
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
参
加
者
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
事
前
に
形
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

本
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
成
果
は
、
渡
日
後
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
初
日
（
10
月
20
日
）
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
日
午
後
に
は
、
環
境
サ
ン
プ
ル
か
ら
バ
イ

オ
マ
ス
分
解
微
生
物
を
探
索
す
る
実
習
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

２
日
目
は
、
前
日
の
微
生
物
探
索
実
験
の
続
き
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
探
索
実
験
で
得
ら
れ
た
微

生
物
か
ら
ゲ
ノ
ム
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
抽
出
し
、
そ
の
う
ち
の

一
部
を
Ｐ
Ｃ
Ｒ
に
よ
っ
て
増
幅
さ
せ
、
配
列
解
析
に

供
し
ま
し
た
。
午
後
は
、
岡
橋
伸
幸
准
教
授
（
大
阪

大
学
情
報
科
学
研
究
科
）
に
よ
る
講
義
を
受
講
し
ま

し
た
。
岡
橋
准
教
授
か
ら
は
、
微
生
物
の
代
謝
機
能

の
精
密
分
析
に
欠
か
せ
な
い
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
に

つ
い
て
の
解
説
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
ら
は
大
阪
大
学
吹
田
キ
ャ
ン
パ

ス
内
に
設
置
さ
れ
た
㈱
島
津
製
作
所
の
協
働
研
究
所

を
訪
問
。
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
に
用
い
ら
れ
る
最
先

端
の
分
析
機
器
の
見
学
と
そ
れ
ら
を
用
い
た
デ
モ
実

験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
講
義
と
見
学
を
一
体
化
さ

せ
た
学
習
に
よ
り
、
メ
タ
ボ
ロ
ー
ム
解
析
の
理
論
と

実
際
を
効
果
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

３
日
目
は
、
㈱
ち
と
せ
研
究
所
が
京
都
大
学
内
に

設
置
し
た
微
生
物
培
養
研
究
の
拠
点
を
訪
問
し
ま
し

た
。
Ａ
Ｉ
を
用
い
て
微
生
物
培
養
の
自
動
制
御
を
行

う
先
端
的
な
取
り
組
み
に
対
し
、
参
加
者
か
ら
活
発

な
質
問
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
前
日
に
訪
問
し
た
大

阪
大
学
の
島
津
製
作
所
協
働
研
究
所
と
同
様
、
大
学

と
産
業
界
が
深
く
連
携
し
た
日
本
の
研
究
開
発
体
制

を
学
ぶ
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
同
日
の
午
後
は
文
化

活
動
と
し
て
、
京
都
市
内
の
伏
見
稲
荷
大
社
や
錦
市

場
の
散
策
を
楽
し
み
ま
し
た
。

４
日
目
は
、
初
日
〜
２
日
目
に
環
境
サ
ン
プ
ル
か

ら
取
得
し
た
微
生
物
の
属
種
を
決
定
す
る
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
解
析
を
行
い
ま
し
た
。
自
分
た
ち
が
取
得
し
た

微
生
物
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
を
使
っ
た
解
析
実
験
に
、
参

加
者
一
同
、
高
い
興
味
を
も
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
午
後
に
は
、
大
阪
大
学
工
学
研
究
科

の
ニ
ッ
コ
・
ア
デ
ィ
タ
マ
助
教
の
講
義
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
出
身
の
ア
デ
ィ
タ
マ
助
教
か

ら
は
ご
自
身
の
研
究
の
ほ
か
、
キ
ャ
リ
ア
選
択
に
関

す
る
話
題
が
提
供
さ
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
日
本
へ

の
留
学
を
含
め
た
将
来
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
良

い
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

講
義
に
引
き
続
き
、
大
阪
大
学
工
学
研
究
科
で
バ

イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
学
ぶ
留
学
生
ら
を
交
え
た
懇

談
会
を
開
催
し
、
日
本
で
の
生
活
や
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
終
日
は
、
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
実
験
の
結
果
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
形
式
に
ま
と
め
、
教
員
や
実

験
補
助
に
携
わ
っ
た
日
本
人
学
生
ら
の
前
で
の
発
表

会
に
臨
み
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
参
加
者
か
ら
も
、
実

験
結
果
に
加
え
、
講
義
や
見
学
の
感
想
も
含
め
た
発

表
が
な
さ
れ
、
５
日
間
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
振
り
返
る

機
会
と
な
り
ま
し
た
。
発
表
後
に
修
了
証
書
の
授
与

式
を
行
い
、
一
連
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
終
了
い
た
し
ま

し
た
。

■
今
後
の
展
望

大
阪
大
学
・
生
物
工
学
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、

ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
を
中
心
と
し
た
国
際
交
流
活
動

と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
分
野
の
先
端
研
究
の
両
方

に
取
り
組
む
ユ
ニ
ー
ク
な
機
能
を
持
っ
た
セ
ン
タ
ー

で
す
。
本
セ
ン
タ
ー
の
強
み
は
１
９
７
８
年
の
設
立

以
来
、
50
年
近
く
に
わ
た
っ
て
培
っ
て
き
た
国
際
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
で
す
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
、

本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
複
数
の
国
・
地
域
か
ら
参
加

者
を
招
へ
い
し
、
日
本
に
対
す
る
親
和
性
を
養
う
と

と
も
に
、
参
加
者
同
士
に
新
た
な
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
開
拓
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
多
く
の
国
・
地
域
か
ら
参
加
者
を
募
る
こ

と
に
よ
り
、
本
セ
ン
タ
ー
や
「
さ
く
ら
サ
イ
エ
ン
ス

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の
活
動
を
広
く
周
知
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
を
通
じ
て
、
「
次
な
る

50
年
」
に
向
け
た
次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
本
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
ご
支
援
い
た
だ
い
た
科
学
技
術
振
興
機
構
の
関
係

者
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

修了証授与式後の集合写真（後列右端は著者の本田孝祐氏）




